
 
◎校区全体で取り組む向こう三軒両隣 
 ・多様な世代が生き生きと暮らし続けられる自治会づくり 
 ・顔が見える近所付き合い 
  古くて大事な新しい近所付き合い 
 ・身体を動かせて話もできる場をつくる 
 ・地域ぐるみでの健康づくり 

◎校区全体で取り組む防犯・防災体制 
 ・防災意識を高め、先ずは自治会（両隣）単位での防災 
  体制づくり 
 ・見守り体制を推進する 
  ・向こう３軒両隣での助け合いを 
  推進する 

 
◎空き家の利活用 
 ・空き家プロジェクトを推進する 
 ・情報収集と発信を強化する(新規) 
  ・居住中の前情報収集にも取り組む(新規) 

◎就農支援・促進(新規) 
 ・若者の就農支援に取り組む 
  （生活と定住の支援、仕事や働く場の支援） 
 ・若者への効果的なＰＲを考える 

◎厚東校区版地方創生総合戦略 
 ・リーフレット等により厚東の良さを積極的に発信する 
 ・特認校制度を積極的にＰＲし厚東小の児童を増やす 

 ・若者の定住と校区外からの若者の移住に力を入れる  

  

◎観光資源への取り組み(新規) 
 ・イベントやツーリズムを開催する 
  （持世寺・霜降山・厚東川・竹林・どんだけ道 
     などを活用） 

◎地域資源を活かした取り組み(新規)   
 ・農産物の直売に取り組む 
 （出品者の収益を目指して） 
  ・健康を意識した厚東ブランドを確立する 
 （農産物、持世寺温泉、霜降山の鉱泉水など） 
 ・厚東駅付近を有効活用する 
  （玄関口としての賑わい復活、駅舎の活用、 
   周辺の地域や施設と連結） 

◎小学校と連携した特色ある教育環境づくり 
 ・ＫＯＴＯサマースクールなどグローバル体験に取り組む 
 ・校区行事へ外国人を招聘する 
 ・特色ある教育環境で学べる「教育の地」としてＰＲする 
 ・少人数での教育をＰＲする 

◎子育て世代をバックアップ 
 ・ひだまり教室の運営を維持・発展させ 
  子育てを支援 
 ・地域で子ども達を育む 
 ・地域で青少年の健全育成に取り組む 

◎体験学習の創出 
 ・自然とのふれあいを活用した体験学習の 
  場をつくる 
 ・竹林を活用する 

 

ＫＯＴＯ未来創生計画（モノトーン      ） 

校区人口の増対策 地域資源の活用 

安心・安全な環境づくり 教育・子育て支援 

２ 地域づくり計画 


